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勲
功
華
族
の
農
場
経
営
と
そ
の
継
承

三
一
五　
（
三
一
五
）

一　

は
じ
め
に

　

仁に

禮れ

景か
げ

範の
り

と
い
う
名
前
を
聞
い
て
、
た
だ
ち
に
そ
の
人
物
像
を

答
え
ら
れ
る
人
は
、
今
日
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
薩
摩
藩
米
国
留
学
生
の
一
人
で
あ
（
（
（
り
、
の
ち
、
海
軍
兵
学
校

校
長
、
海
軍
大
臣
な
ど
を
歴
任
し
た
元
勲
の
一
人
と
し
て
、
か
つ

て
は
多
く
の
人
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
存
在
だ
っ
た
。

　

戦
前
、
霞
が
関
に
あ
っ
た
海
軍
省
の
建
物
の
前
に
は
三
つ
の
銅

像
が
立
っ
て
い
た
が
、
そ
の
三
人
と
は
西
郷
従
道
、
川
村
純
義
、

そ
し
て
本
稿
で
取
り
上
げ
る
仁
禮
景
範
で
あ
（
（
（
る
。
西
郷
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
大
西
郷
の
弟
で
陸
軍
か
ら
海
軍
に
移
り
、
海
軍
軍
人

と
し
て
初
め
て
大
将
・
元
帥
に
上
り
つ
め
た
人
物
。
川
村
は
長
崎

海
軍
伝
習
所
以
来
、
一
貫
し
て
海
軍
畑
を
歩
い
た
あ
と
昭
和
天
皇

の
養
育
係
を
務
め
、
死
後
に
大
将
へ
昇
進
し
た
唯
一
の
人
。
こ
れ

に
仁
禮
景
範
を
加
え
た
三
人
に
共
通
す
る
の
は
、
海
軍
卿
・
海
軍

大
臣
を
務
め
黎
明
期
の
海
軍
建
設
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
こ
と

で
あ
り
、「
海
軍
三
元
勲
」
と
し
て
銅
像
が
立
つ
に
ふ
さ
わ
し
い

人
び
と
で
あ
っ
た
。

　

公
侯
伯
子
男
の
五
つ
か
ら
な
る
爵
位
は
、
明
治
一
七
年
（
一
八

八
四
）
の
「
華
族
令
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
が
、
こ
の
三
人
は
す

べ
て
旧
藩
士
の
身
分
か
ら
勲
功
に
よ
っ
て
爵
位
を
受
け
た
最
初
の

三
二
人
の
中
に
含
ま
れ
て
い
（
（
（
る
。
襲
爵
時
の
地
位
は
、
西
郷
従
道

（
伯
爵
）
が
陸
軍
卿
を
務
め
た
あ
と
陸
軍
卿
代
理
、
川
村
純
義

（
伯
爵
）
が
海
軍
卿
、
そ
し
て
仁
禮
景
範
（
子
爵
）
が
海
軍
軍
事

部
長
と
、
ま
さ
に
陸
海
軍
の
中
枢
を
占
め
る
存
在
だ
っ
た
。

　

華
族
令
の
公
布
に
よ
り
、
政
府
の
中
枢
を
占
め
る
維
新
の
元
勲

た
ち
は
、
徳
川
時
代
の
支
配
者
で
あ
る
公
卿
、
旧
藩
主
と
公
的
に

対
等
の
身
分
を
得
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
的
に
身
分
を
示
す
た
め

勲
功
華
族
の
農
場
経
営
と
そ
の
継
承

─
─
海
軍
中
将
・
仁
禮
景
範
の
家
族
史
─
─

浜　

野　
　
　

潔



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

三
一
六　
（
三
一
六
）

に
は
、
生
活
面
に
お
い
て
も
、
そ
れ
な
り
の
威
信
を
外
部
に
示
す

こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
世
襲
の
財
産
を
あ
ま
り
持
っ
て

い
な
か
っ
た
伯
爵
以
下
の
新
華
族
に
は
「
家
門
永
続
資
金
」
と
し

て
伯
爵
三
万
円
、
子
爵
二
万
円
、
男
爵
一
万
円
と
い
わ
れ
る
資
金

が
与
え
ら
れ
、
さ
ら
に
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
は
華
族
世

襲
財
産
法
が
作
ら
れ
て
、
華
族
の
資
産
管
理
が
は
か
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
華
族
世
襲
財
産
法
と
は
、
華
族
が
宮
内
大
臣
管
理
の
も
と

土
地
に
関
し
自
由
に
世
襲
財
産
と
し
て
設
定
で
き
る
も
の
で
あ
り
、

売
却
し
た
り
抵
当
に
入
れ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
が
、

一
方
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
特
別
な
保
護
を

受
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
（
（
（
た
。

　

こ
の
法
律
を
別
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
華
族
は
そ
の
体
面
を
維
持

す
る
た
め
に
、
一
定
の
財
産
を
持
ち
、
か
つ
そ
れ
を
管
理
し
て
ゆ

く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
華
族
の
中

で
も
、
上
級
の
者
に
な
る
と
、
家
令
、
家
扶
な
ど
と
よ
ば
れ
る
家

政
相
談
人
が
そ
の
管
理
に
あ
た
り
保
護
、
維
持
に
努
め
た
が
、
下

級
の
も
の
の
多
く
は
、
自
ら
そ
の
管
理
を
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て

い
た
。

　

本
号
掲
載
の
井
奥
成
彦
論
文
は
、
慶
應
義
塾
大
学
古
文
書
室
蔵

の
「
船
橋
三
田
浜
塩
田
文
書
」
を
用
い
て
、
仁
禮
景
範
の
経
済
活

動
の
一
端
に
迫
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
海
軍
中
将
と
塩
田
経
営
と

い
う
の
は
、
か
な
り
異
質
な
組
み
合
わ
せ
に
思
え
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
家
門
永
続
資
金
と
し
て
与
え
ら
れ
た
資
金
は
当
時

と
し
て
は
か
な
り
の
大
金
で
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
の
リ
ス
ク
を
考
え

れ
ば
何
ら
か
の
資
産
運
用
に
迫
ら
れ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。

　

仁
禮
家
が
塩
田
経
営
を
行
っ
て
い
た
の
は
明
治
三
八
年
ま
で
で

あ
る
が
、
並
行
し
て
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
か
ら
は
北
海
道

十
勝
平
野
で
農
場
経
営
に
も
乗
り
出
し
、
資
産
運
用
の
多
角
化
に

努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
農
場
は
専
門
の
農
業
教
育
を
受
け

た
次
男
・
景け
い

助す
け

、
そ
し
て
い
っ
た
ん
は
仁
禮
家
の
手
を
離
れ
る
も

の
の
、
娘
婿
の
斎
藤
實
（
首
相
・
朝
鮮
総
督
な
ど
歴
任
）
に
よ
っ

て
買
い
戻
さ
れ
、
昭
和
初
年
ま
で
引
き
継
が
れ
た
。

　

近
年
、
華
族
に
つ
い
て
は
研
究
が
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
（
（
（
が
、
個

別
の
資
産
運
用
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
た
事
例
は
あ
ま
り
多
い
と
は

い
え
な
（
（
（
い
。
莫
大
な
資
産
を
運
用
し
た
大
名
華
族
に
つ
い
て
は
と

も
か
く
、
仁
禮
景
範
家
の
よ
う
な
勲
功
華
族
の
事
例
は
ほ
と
ん
ど

明
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、「
船
橋
三
田
浜

塩
田
文
書
」
を
利
用
し
た
井
奥
論
文
は
き
わ
め
て
貴
重
な
事
例
を

提
供
し
た
と
い
え
る
が
、
仁
禮
家
の
資
産
運
用
は
、
そ
れ
に
続
く

北
海
道
の
農
場
経
営
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め

て
そ
の
全
貌
が
見
え
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。



勲
功
華
族
の
農
場
経
営
と
そ
の
継
承

三
一
七　
（
三
一
七
）

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
対
象
と
な
る
時
期
を
拡
大
し
、
仁
禮
景
範
家

お
よ
び
娘
婿
の
斎
藤
實
家
へ
と
受
け
継
が
れ
た
財
産
と
そ
れ
を
と

り
ま
く
人
物
に
焦
点
を
当
て
る
。
と
り
わ
け
、
三
代
目
子
爵
の
仁

禮
景
助
と
い
う
無
名
の
人
物
を
中
心
に
、
勲
功
華
族
の
「
家
族

史
」
に
つ
い
て
も
描
写
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二　

初
期
勲
功
華
族
の
資
産
運
用

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
仁
禮
景
範
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八

四
）、
華
族
令
公
布
と
と
も
に
勲
功
に
よ
っ
て
爵
位
を
授
け
ら
れ

た
三
二
人
の
う
ち
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
〇
年
に
は

新
た
に
二
回
に
分
け
て
五
一
人
に
叙
爵
が
行
わ
れ
、
明
治
維
新
期

の
勲
功
華
族
（
軍
人
・
文
官
）
が
出
そ
ろ
っ
た
。
こ
の
八
三
人
を

仮
に
「
初
期
勲
功
華
族
」
と
こ
こ
で
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
が
、
こ
の

中
で
大
規
模
な
土
地
を
取
得
し
、
資
産
運
用
を
は
か
っ
た
者
は
ど

れ
く
ら
い
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

旗
手
勲
が
作
成
し
た
華
族
の
土
地
取
得
に
関
す
る
一
覧
表
か
ら
、

初
期
勲
功
華
族
の
事
例
を
取
り
出
す
と
、
年
代
順
に
大
隈
重
信
か

ら
仁
禮
景
範
に
い
た
る
一
二
名
の
者
が
、
土
地
の
貸
し
下
げ
・
払

い
下
げ
を
受
け
農
業
、
牧
畜
業
な
ど
を
営
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
（
（
（
る
（
表
一
）。
こ
の
表
が
必
ず
し
も
す
べ
て
の
事
例
を
網
羅
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
一
定
の
傾
向
を
探
る
に
は
有
用
だ
ろ

う
。

　

ま
ず
な
ん
と
い
っ
て
も
印
象
的
な
こ
と
は
、
土
地
を
取
得
し
た

勲
功
華
族
の
出
身
地
が
曽
我
佑
準
を
除
き
、
す
べ
て
薩
摩
・
長

州
・
佐
賀
の
雄
藩
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

初
期
勲
功
華
族
の
出
身
地
そ
の
も
の
が
薩
長
土
肥
に
偏
っ
て
い
る

と
は
い
え
、
大
規
模
な
土
地
取
得
の
場
合
、
さ
ら
に
そ
の
独
占
度

が
増
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

次
に
、
明
治
一
〇
年
代
の
土
地
取
得
は
ほ
と
ん
ど
関
東
地
方
に

集
中
し
て
お
り
、
な
か
で
も
政
府
主
導
で
開
拓
事
業
を
行
っ
た
栃

木
県
の
農
場
が
大
半
を
し
め
て
い
（
（
（
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
治
二

〇
年
代
に
な
る
と
北
海
道
の
数
が
増
え
、
栃
木
県
と
相
半
ば
す
る

よ
う
に
な
る
。

　

さ
ら
に
規
模
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
百
町
程
度
の
小
規
模
な

も
の
か
ら
、
千
六
百
町
を
超
え
る
も
の
ま
で
様
々
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
公
卿
華
族
お
よ
び
大

名
華
族
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
旧
華
族
と
よ
ば
れ
る
人
び
と
に
よ
る
土

地
取
得
の
規
模
も
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
に
収
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
差
は
見
ら
れ
な
（
（
（
い
。

　

仁
禮
景
範
が
、
ま
ず
は
東
京
近
辺
の
塩
田
経
営
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
さ
ら
に
北
海
道
開
拓
へ
と
事
業
を
拡
大
し
た
と
い
う
点
は
、

関
東
か
ら
始
ま
り
、
北
海
道
へ
と
拡
大
し
た
初
期
勲
功
華
族
の
資



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

三
一
八　
（
三
一
八
）

西暦 年 華族名 出身 爵位 場所 面積（町）

1878 明治11年
大隈重信 佐賀 伯爵 千葉 132

青木周蔵 長州 子爵 千葉 314

1879 明治12年 三島通庸（肇耕社） 薩摩 子爵 栃木 1036

1880 明治13年

1881 明治14年

松方正義ほか 薩摩 伯爵 宮城 815

西郷従道 薩摩 伯爵 栃木 263

大山巌 薩摩 伯爵 栃木 226

青木周蔵 長州 子爵 栃木 1561

1882 明治15年

1883 明治16年
品川弥二郎 長州 子爵 北海道 764

品川弥二郎 長州 子爵 栃木 249

1884 明治17年 山県有朋 長州 伯爵 栃木 728

1885 明治18年

1886 明治19年 三島通庸 薩摩 子爵 栃木 991

1887 明治20年 山田顕義 長州 伯爵 北海道 133

1888 明治21年

1889 明治22年

1890 明治23年

1891 明治24年 山田顕義 長州 伯爵 栃木 110

1892 明治25年 佐野常民 佐賀 子爵 栃木 258

1893 明治26年 松方正義 薩摩 伯爵 栃木 1654

1894 明治27年

1895 明治28年

1896 明治29年 曽我佑準 柳河 子爵 北海道 1617

1897 明治30年

1898 明治31年 仁禮景範 薩摩 子爵 北海道 700

表 1　初期勲功華族の主要な土地取得事例（明治前期）

出典）　旗手勲『日本における大農場の生成と展開』第 14 表（pp. 48-49）より抜粋。
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承

三
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九
）

産
運
用
行
動
に
沿
っ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。

　

次
節
で
は
、
こ
の
よ
う
な
土
地
取
得
が
明
治
三
〇
年
（
一
八
九

七
）
と
い
う
時
期
に
行
わ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
仁
禮
の
履
歴
と

家
族
構
成
、
さ
ら
に
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
の
制
定
と

い
う
法
改
正
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
考
察
を
進
め

た
い
。

三　

塩
田
経
営
か
ら
北
海
道
開
拓
へ

　

仁
禮
景
範
が
塩
田
経
営
に
加
え
、
明
治
三
〇
年
に
な
っ
て
北
海

道
の
農
場
経
営
へ
進
出
し
た
の
は
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
に
よ
る

の
だ
ろ
う
か
。
叙
爵
時
に
海
軍
軍
事
部
長
だ
っ
た
景
範
の
そ
の
後

の
履
歴
を
見
て
み
る
と
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
は
参
謀

本
部
海
軍
部
長
、
二
二
年
に
は
横
須
賀
鎮
守
府
長
官
、
二
四
年
に

海
軍
大
学
校
校
長
、
二
五
年
に
海
軍
大
臣
と
順
調
な
出
世
を
見
せ

て
い
る
。

　

海
軍
大
臣
と
な
っ
た
仁
禮
が
力
を
注
い
だ
の
は
、
海
軍
の
軍
令

権
を
陸
軍
の
参
謀
本
部
か
ら
独
立
し
、
陸
海
軍
対
等
を
実
現
す
る

こ
と
だ
っ
た
。
海
軍
は
す
で
に
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）、
軍

事
部
を
設
け
て
い
た
が
、
そ
の
後
も
軍
令
は
一
貫
し
て
参
謀
本
部

が
統
括
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
海
軍
は
陸
軍
の
下
と
い
う
位

置
づ
け
を
脱
し
て
い
な
か
っ
た
。
続
け
て
、
二
六
年
（
一
八
九

三
）
に
は
海
軍
軍
令
部
が
設
置
さ
れ
る
が
、
参
謀
本
部
と
対
等
な

の
は
、
あ
く
ま
で
平
時
に
限
ら
れ
て
お
り
、
戦
時
に
お
い
て
は
参

謀
本
部
が
統
括
す
る
こ
と
に
変
わ
り
な
か
っ
た
。
海
軍
の
悲
願
は
、

陸
軍
の
抵
抗
に
よ
り
実
現
を
阻
ま
れ
た
の
で
あ
（
（（
（
る
。

　

そ
の
後
、
国
会
や
政
府
内
部
か
ら
海
軍
行
革
に
不
熱
心
と
の
批

判
を
浴
び
る
と
、
二
六
年
三
月
、
仁
禮
は
海
軍
大
臣
を
辞
任
し
、

予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
。
な
お
仁
禮
の
最
終
階
級
は
海
軍
中
将
で

あ
る
が
、
こ
の
と
き
ま
だ
海
軍
に
は
大
将
は
一
人
も
存
在
し
て
い

な
い
。
最
初
に
大
将
に
な
っ
た
の
は
、
仁
禮
の
後
を
受
け
て
、
海

軍
大
臣
に
就
任
し
た
西
郷
従
道
で
あ
り
、
翌
、
明
治
二
七
年
の
こ

と
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
海
軍
中
将
・
海
軍
大
臣
の
地
位

に
上
っ
た
仁
禮
は
、
当
時
と
し
て
は
階
級
上
、
最
高
位
に
ま
で
到

達
し
た
の
で
あ
る
。

　

予
備
役
に
編
入
さ
れ
た
仁
禮
は
、
こ
の
時
、
六
二
歳
。
枢
密
顧

問
官
に
任
命
さ
れ
、
第
一
線
か
ら
は
退
い
た
形
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
山
本
権
兵
衛
官
房
主
事
（
の
ち
軍
務
局
長
）
が
西
郷
海
相
の

下
で
海
軍
の
大
行
革
を
進
め
た
た
め
、
将
官
以
下
の
構
成
は
一
挙

に
若
返
え
る
。
仁
禮
自
身
、
も
う
引
退
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て

も
無
理
の
な
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、

他
方
で
仁
禮
の
家
族
構
成
に
着
目
し
て
見
て
み
る
と
、
ま
だ
幼
い

子
供
も
お
り
、
少
な
く
と
も
経
済
的
に
は
完
全
な
引
退
と
い
う
わ
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け
に
い
か
な
か
っ
た
様
子
が
見
え
て
く
る
。
記
録
に
よ
る
と
仁
禮

に
は
五
人
の
子
供
が
い
た
（
図
一
・
仁
禮
家
家
系
図
も
参
照
）。

そ
の
履
歴
と
、
景
範
の
海
軍
大
臣
辞
職
時
（
明
治
二
六
年
）
の
動

静
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

長
男
の
景か
げ

一か
ず

は
明
治
二
年
生
ま
れ
で
、
明
治
二
四
年
、
米
国
ア

ナ
ポ
リ
ス
海
軍
兵
学
校
を
卒
業
し
任
官
。
当
時
、
海
軍
任
官
後
三

年
目
の
青
年
将
校
で
あ
っ
た
。

　

長
女
の
春
子
は
明
治
六
年
生
ま
れ
。
東
洋
英
和
女
学
校
を
卒
業

し
、
景
範
の
海
軍
兵
学
校
校
長
時
代
の
教
え
子
で
、
海
軍
大
尉
の

斎
藤
實
と
前
年
に
結
婚
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

次
男
の
景け
い

助す
け

は
明
治
八
年
生
ま
れ
。
学
習
院
を
経
て
、
東
京
府

立
第
四
中
学
校
（
現
、
東
京
都
立
戸
山
高
等
学
校
）
を
こ
の
年
、

卒
業
し
た
。
な
お
、
仁
禮
家
の
系
図
資
料
に
よ
る
と
、
こ
の
下
に

三
男
の
景
明
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
資
料
に

は
い
っ
さ
い
登
場
し
な
い
の
で
、
早
逝
し
た
と
考
え
ら
れ
（
（（
（
る
。

　

四
男
の
景か
げ

雄お

は
明
治
一
八
年
生
ま
れ
。
当
時
ま
だ
満
七
歳
で
あ

っ
た
。

　

長
男
、
長
女
は
す
で
に
成
人
し
、
一
人
前
の
存
在
で
あ
っ
た
が
、

次
男
景
助
と
四
男
景
雄
は
未
成
年
で
あ
り
、
景
範
の
扶
養
家
族
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
次
男
の
景
助
が
の
ち
に
、

図１　仁禮家家系図
出典：「斎藤實記念館」資料より抜粋

　
　

仁
禮
景
助

妻
・
寿
賀
子
（
千
田
家
女
）

長
男
・
景
一
（
Ｍ
37
・
戦
死
）

常
雄
（
三
浦
常
吉
六
男
と
し
て
届
出
）

長
女
・
春
子
（
斎
藤
實
室
）

次
男
・
景
助
（
景
一
の
養
子
と
な
る
）

　

妻
・
嘉
枝
（
橋
本
家
女
）

　

妻
・
澄
江

次
男
・
景
正
（
景
嘉
の
養
子
と
な
る
）

長
男
・
景
嘉
（
Ｓ
20
戦
死
）

　

妻
・
汎
子

三
男
・
景
康
（
Ｓ
15
没
）

三
男
・
景
明

四
男
・
景
雄
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宮
城
農
学
校
（
現
、
宮
城
県
農
業
高
等
学
校
）
を
経
て
、
埼
玉
県

秩
父
郡
立
農
学
校
（
現
、
埼
玉
県
立
秩
父
農
工
科
学
高
等
学
校
）

の
教
員
に
な
っ
た
と
い
う
経
歴
で
あ
（
（（
（
る
。

　

宮
城
農
学
校
は
明
治
一
八
年
（
一
八
八
三
）、
中
等
レ
ベ
ル
の

農
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
り
、
現
在
も
県
下
の
農
業

教
育
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
景
助
の
よ
う
に
す
で
に

旧
制
中
学
校
を
終
え
た
者
か
ら
す
れ
ば
、
通
常
の
コ
ー
ス
か
ら
は

は
ず
れ
た
学
校
で
あ
っ
た
。
農
学
校
に
は
第
一
種
と
、
第
二
種
の

二
つ
の
種
類
が
あ
り
、
前
者
は
一
五
歳
以
上
で
小
学
校
中
等
科
卒

業
、
後
者
は
一
六
歳
以
上
で
中
学
校
初
等
科
以
上
が
入
学
資
格
と

な
っ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
宮
城
農
学
校
は
第
一
種
農
学
校
で
あ

っ
た
の
で
、
高
等
小
学
校
卒
で
入
学
可
能
な
学
校
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
校
と
し
て
は
旧
制
中
学
よ
り
、
む
し
ろ
格
下

の
宮
城
農
学
校
で
あ
っ
た
が
、
景
助
の
意
図
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
学
歴
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
農
業
に
関
す
る
技
術
や
、

経
営
能
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

今
日
で
も
大
学
を
卒
業
し
て
、
専
門
学
校
へ
進
学
す
る
者
は
珍
し

く
な
い
が
、
景
助
も
同
じ
よ
う
な
目
的
だ
っ
た
と
考
え
れ
ば
理
解

し
や
す
い
。

　

景
助
の
宮
城
農
学
校
進
学
に
は
、
景
範
の
意
図
が
大
き
く
関
わ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
景
範
は
、
早
逝
と
思
わ
れ
る
三
男
を
除
く
、

四
人
の
子
供
に
か
な
り
熱
心
に
教
育
を
施
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

長
男
は
攻
玉
社
か
ら
米
国
ア
ナ
ポ
リ
ス
海
軍
兵
学
校
へ
進
学
さ
せ

た
が
、
こ
の
留
学
は
当
初
は
私
費
留
学
で
あ
り
、
相
当
の
費
用
を

個
人
負
担
し
た
可
能
性
が
高
（
（（
（
い
。
長
女
の
春
子
は
東
洋
英
和
女
学

校
を
卒
業
し
た
が
、
こ
の
学
校
は
明
治
一
七
年
、
カ
ナ
ダ
人
宣
教

師
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
社
会
性
と
国
際
性
を
重
視
す
る
女
子
教

育
と
し
て
は
か
な
り
先
進
性
を
備
え
た
学
校
だ
っ
た
。
次
男
の
景

助
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
が
、
四
男
の
景
雄
も
海
軍
兵
学

校
へ
入
学
し
て
い
る
。
景
雄
は
結
局
、
中
退
し
、
そ
の
後
、
在
野

の
昆
虫
学
者
と
い
う
道
を
歩
む
（
（（
（
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
高
い
レ
ベ

ル
の
学
問
を
授
け
る
と
い
う
点
は
、
す
べ
て
の
子
供
に
共
通
し
て

い
た
。

　

景
範
自
身
、
幕
末
の
薩
摩
藩
米
国
留
学
生
の
一
人
で
あ
り
、
教

育
の
持
つ
重
要
性
を
当
時
と
し
て
は
強
く
意
識
す
る
立
場
に
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
景
範
が
米
国
留
学
中
、
宗
教
家
ト
マ
ス
・
レ
イ

ク
・
ハ
リ
ス
が
設
立
し
た
「
新
生
社
」（T

he Brotherhood of 
the N

ew
 Life

）
の
コ
ロ
ニ
ー
に
滞
在
し
、
半
年
間
、
農
耕
や
牧

畜
に
従
事
し
た
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
犬
塚
孝
明

は
「
後
年
の
仁
礼
の
温
厚
篤
実
で
軍
人
ら
し
か
ら
ぬ
性
格
も
、
あ

る
い
は
こ
う
し
た
留
学
時
の
宗
教
体
験
に
根
ざ
し
て
い
る
の
か
も
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し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
経
験
も
ま
た
、
景
助
に
農

業
を
学
ば
せ
る
動
機
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
（
（（
（
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
北
海
道
に
お
け
る
農
場
経
営
と
景
助

の
農
学
校
進
学
と
は
、
明
ら
か
な
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

当
時
、
北
海
道
に
あ
っ
た
農
学
校
は
、
高
等
レ
ベ
ル
の
教
育
に
あ

た
る
札
幌
農
学
校
が
唯
一
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
宮
城
農
学

校
は
中
等
レ
ベ
ル
の
農
業
教
育
機
関
の
北
限
に
あ
た
る
学
校
で
あ

り
、
北
海
道
で
実
地
に
役
立
つ
農
業
技
術
を
学
ぶ
た
め
に
は
最
適

の
学
校
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
農
場
の
貸
し
付
け
と
景
助
の
農
学

校
進
学
の
前
後
関
係
が
ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
貸
し
付
け
に
関
し
て
は
、
明
治
三
〇
年
、
す
な
わ
ち
、

ま
さ
に
仁
禮
が
貸
し
付
け
を
受
け
た
年
に
成
立
し
た
「
北
海
道
国

有
未
開
地
処
分
法
」
と
い
う
法
律
が
重
要
だ
ろ
う
。

　

北
海
道
の
開
拓
は
、
士
族
移
民
や
屯
田
兵
を
中
心
に
政
府
の
直

接
保
護
の
下
に
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
明
治
一
九
年
、
北
海
道
庁

が
設
置
さ
れ
る
と
「
北
海
道
土
地
払
下
規
則
」
が
制
定
さ
れ
、

「
無
償
貸
し
付
け
・
一
定
期
間
後
有
償
払
下
げ
」
の
形
で
入
植
を

奨
励
す
る
間
接
保
護
の
方
針
へ
と
転
換
が
は
か
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

三
〇
年
に
は
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
が
公
布
さ
れ
「
無

償
貸
し
付
け
・
成
功
後
無
償
付
与
」
と
い
う
き
わ
め
て
有
利
な
条

件
と
な
り
、
一
人
当
た
り
の
貸
し
付
け
面
積
の
上
限
も
大
幅
に
引

き
上
げ
ら
れ
（
（（
（
た
。
仁
禮
は
第
一
線
を
退
い
た
と
は
い
え
、
こ
う
し

た
改
正
の
動
き
を
事
前
に
知
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
然
考

え
ら
れ
る
。
法
改
正
と
同
じ
年
に
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
改
正
を
に
ら
ん
で
以
前
か
ら
準
備
を
進
め
て
い
た
こ

と
を
示
唆
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
薩
摩
藩
出
身
と
い
う
点
も
有
利

に
働
い
た
可
能
性
が
十
分
に
あ
る
。

　

一
方
、
景
助
が
宮
城
農
学
校
に
入
学
し
た
の
は
い
つ
だ
ろ
う
か
。

景
助
に
関
し
て
は
、
府
立
四
中
卒
業
後
の
経
歴
を
明
ら
か
に
す
る

資
料
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
不
明
の
点
が
多
い
。
そ
こ
で
、
宮

城
農
学
校
の
卒
業
年
か
ら
逆
算
し
て
入
学
年
を
推
定
し
て
み
よ
う
。

第
一
種
農
学
校
の
修
業
年
限
は
二
年
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、
同
時

に
「
但
此
年
限
ヲ
一
年
以
内
増
加
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
い
う
但
し

書
き
が
あ
っ
た
。
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
の
「
府
県
学
事
年

報
要
略
」
と
い
う
資
料
に
よ
る
と
、
宮
城
農
学
校
に
つ
い
て
は

「
其
学
期
ヲ
三
年
ト
ス
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
但
し
書
き
を
利

用
し
て
三
年
制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明

す
（
（（
（
る
。
し
た
が
っ
て
、
景
助
の
入
学
年
は
明
治
三
〇
年
で
あ
る
と

推
定
で
き
る
。

　

こ
の
結
果
、
北
海
道
の
土
地
払
い
下
げ
と
次
男
景
助
の
農
学
校

進
学
は
同
じ
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
あ



勲
功
華
族
の
農
場
経
営
と
そ
の
継
承

三
二
三　
（
三
二
三
）

く
ま
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分

法
」
の
制
定
に
よ
り
将
来
の
無
償
払
い
下
げ
を
察
知
し
た
景
範
が

農
場
経
営
を
思
い
つ
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
次
男
景
助
に
農
業
を
学

ば
せ
る
こ
と
で
、
や
が
て
は
農
場
主
と
し
て
の
道
を
歩
ま
せ
た
い

と
い
う
希
望
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
は
、

明
治
二
〇
年
代
末
の
こ
と
で
あ
り
、
景
範
と
景
助
の
話
し
合
い
の

中
で
出
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

景
範
の
子
女
を
改
め
て
見
て
み
る
と
、
長
男
景
一
は
海
軍
士
官
、

長
女
春
子
は
海
軍
士
官
の
妻
、
そ
し
て
四
男
の
景
雄
は
海
軍
兵
学

校
の
生
徒
（
の
ち
中
退
）
と
い
う
、
ま
さ
し
く
海
軍
一
家
を
構
成

し
て
い
た
。
こ
の
三
人
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
後
の
コ

ー
ス
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
、
旧
制
中
学
に
進
学

し
た
次
男
景
助
は
、
海
軍
一
家
仁
禮
家
の
中
で
は
ひ
と
り
異
質
の

存
在
で
あ
っ
た
。
景
範
と
し
て
は
、
何
か
こ
こ
で
景
助
の
歩
む
道

を
作
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
景
範
に
は
、
す
で

に
塩
田
経
営
と
い
う
「
副
業
」
の
経
験
が
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
こ

の
副
業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
次
男
に
継
が
せ
る
こ
と
が
、
北
海
道

開
拓
の
目
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四　

農
場
経
営
と
そ
の
挫
折

　

仁
禮
景
範
が
「
北
海
道
国
有
未
開
地
処
分
法
」
の
公
布
に
よ
っ

て
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）、
総
面
積
約
七
〇
〇
町
の
土
地
の

無
償
貸
し
付
け
を
受
け
た
場
所
は
、
北
海
道
河
東
郡
音
更
村

（
現
・
音
更
町
）
と
い
う
場
所
だ
っ
た
。
翌
、
三
一
年
か
ら
入
植

が
始
ま
っ
た
が
、
次
男
景
助
は
宮
城
農
学
校
で
勉
学
中
の
身
で
あ

り
、
経
営
を
任
せ
る
こ
と
は
、
ま
だ
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

薩
摩
出
身
の
北
海
道
庁
役
人
か
ら
の
推
薦
で
、
西
洋
農
業
に
詳
し

い
金
子
安
蔵
と
い
う
人
物
を
管
理
人
と
し
て
雇
い
、
宮
城
県
や
富

山
県
な
ど
か
ら
七
〇
戸
の
入
植
者
が
入
っ
て
開
拓
が
ス
タ
ー
ト

す
（
（（
（
る
。

　

金
子
は
当
時
、
四
八
歳
。
旧
会
津
藩
士
で
あ
り
、
明
治
七
年
、

開
拓
使
で
お
雇
い
外
国
人
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ダ
ン
、
ル
イ
ス
・
ベ
ー

マ
ー
な
ど
か
ら
西
洋
農
業
を
学
ぶ
現
術
生
徒
と
な
っ
た
経
験
を
持

っ
て
い
た
。
彼
は
、
明
治
一
二
年
、
後
志
郡
山
田
村
（
現
、
余
市

郡
余
市
町
）
で
、
後
に
「
国
光
」
と
命
名
さ
れ
る
リ
ン
ゴ
の
新
種

を
作
り
出
し
た
こ
と
で
歴
史
に
名
前
を
残
し
て
い
（
（（
（
る
。

　

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）、
農
場
開
設
か
ら
三
年
目
の
一
一

月
二
二
日
、
景
範
は
七
〇
歳
で
、
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。
景
助
は

こ
の
年
、
宮
城
農
学
校
を
卒
業
し
て
い
た
が
、
た
だ
ち
に
、
開
校

し
た
ば
か
り
の
埼
玉
県
秩
父
郡
立
農
学
校
に
実
習
を
兼
ね
て
赴
任

し
て
お
り
、
北
海
道
に
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

農
場
は
名
義
上
、
長
男
の
景
一
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
海
軍
将
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校
で
あ
る
景
一
が
実
際
に
経
営
に
携
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
景
助
が
秩
父
郡
立
農
学
校
を
辞
め
た
時
期
は
不
明
で

あ
る
が
、
大
正
元
年
発
行
の
『
現
代
人
名
辞
典
』
の
記
事
に
「
幾

何
も
な
く[
農
学
校
を]

辞
し
て
北
海
道
十
勝
国
に
於
け
る
所
有

地
開
拓
に
力つ
と

め
（
（（
（

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇

〇
）
の
秩
父
郡
立
農
学
校
赴
任
か
ら
間
も
な
い
時
期
と
思
わ
れ
る
。

　

景
助
が
は
っ
き
り
と
農
場
経
営
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

る
の
は
、
明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）、「
仁
礼
景
助
氏
が
校
舎
・

校
具
そ
の
他
設
備
を
施
し
、
上
組
簡
易
教
育
所
と
名
づ
け
て
開
校
。

児
童
数
約
三
〇
名
」
と
い
う
『
音
更
小
学
校
沿
革
』
の
中
の
記
述

で
あ
（
（（
（
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
名
義
上
の
農
場
主
は
景
一
で
あ
っ
て

も
、
実
務
上
は
景
助
が
経
営
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。

　

翌
、
三
七
年
、
仁
禮
家
に
悲
報
が
届
い
た
。
爵
位
を
継
い
で
い

た
景
一
が
日
露
戦
争
の
旅
順
港
閉
塞
作
戦
に
出
兵
。
五
月
一
五
日
、

乗
艦
の
初
瀬
が
機
雷
に
接
触
し
て
沈
没
し
、
享
年
三
六
歳
で
戦
死

を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
景
一
に
は
男
子
が
い
た
と
い
う
記
録
が
あ

る
（
（（
（
が
、
他
家
の
戸
籍
に
入
っ
た
の
で
、
家
督
を
相
続
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
次
弟
の
景
助
が
景
一
の
養
子
と
な

り
、
五
月
二
六
日
、
子
爵
を
襲
爵
し
た
。

　

景
助
の
農
場
経
営
の
実
態
を
示
す
一
次
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
不
明
な
点
が
多
い
。
唯
一
の
記
述
は
、
す
で
に
紹
介
し

た
『
現
代
人
名
辞
典
』
に
「
大
規
模
の
農
業
経
営
に
従
事
し
、
巨

額
の
大
豆
を
産
出
し
つ
つ
あ
り
」
と
い
う
記
事
で
あ
（
（（
（
る
。

　

十
勝
平
野
は
火
山
灰
地
で
あ
り
、
水
も
ち
が
悪
い
の
で
水
田
の

維
持
は
難
し
い
。
さ
ら
に
、
気
温
差
が
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
う

自
然
条
件
を
考
慮
す
る
と
、
も
っ
と
も
適
し
た
作
物
は
豆
類
で
あ

っ
た
。
な
か
で
も
大
豆
は
労
働
力
が
乏
し
い
中
、
粗
放
農
業
で
も

生
産
が
可
能
な
の
で
、「
十
勝
大
豆
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
盛
ん
に

作
ら
れ
た
。
大
豆
は
、
み
そ
・
し
ょ
う
ゆ
の
原
料
と
し
て
需
要
が

高
く
、
明
治
期
の
十
勝
で
は
作
付
面
積
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い

た
の
で
あ
（
（（
（
る
。

　

こ
う
し
て
十
勝
音
更
の
農
場
経
営
が
軌
道
に
乗
る
一
方
で
、
船

橋
の
塩
田
経
営
は
大
き
な
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、

本
号
掲
載
の
井
奥
論
文
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
三

〇
年
代
半
ば
か
ら
台
湾
産
の
塩
を
用
い
た
再
製
塩
の
生
産
が
増
え

た
こ
と
、
さ
ら
に
明
治
三
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
は
塩
専
売
制
が

施
行
さ
れ
、
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
需
要
が
低
迷
し
た
た
め
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
景
助
は
同
年
、
船
橋
三
田
浜

塩
田
を
売
却
し
て
い
る
。

　

北
海
道
の
農
場
経
営
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
景
助
で
あ
る

が
、
こ
の
こ
ろ
の
生
活
は
公
私
と
も
に
充
実
し
て
い
た
様
子
が
う
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か
が
え
る
。
景
助
は
海
軍
中
将
・
相
浦
紀
道
男
爵
の
姪
ツ
ヤ
と
最

初
、
結
婚
し
た
が
、
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
に
は
離
婚
。
ほ

ど
な
く
し
て
大
阪
在
住
の
橋
本
与
兵
衛
の
長
女
嘉
枝
子
と
結
婚
し
、

四
四
年
に
は
長
男
が
誕
生
。
二
人
の
名
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
字
を

と
っ
て
景か
げ

嘉よ
し

と
名
付
け
た
。

　

ま
た
、
同
じ
年
に
出
版
さ
れ
た
『
現
代
娯
楽
全
集
』
と
い
う
本

に
は
序
文
を
寄
せ
て
お
り
、
文
化
人
と
し
て
の
姿
も
垣
間
見
せ
て

い
る
。
景
助
が
序
文
を
寄
せ
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
本

は
七
五
〇
種
以
上
の
娯
楽
を
集
め
た
大
部
な
本
で
あ
（
（（
（
り
、
明
治
期

の
生
活
史
に
迫
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
、
近
年
、
半
澤
敏
郎
氏
や

黒
岩
比
佐
子
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
（
（（
（
る
。

　

さ
ら
に
、
肥
前
藩
最
後
の
藩
主
松
浦
詮
の
長
男
、
松
浦
厚
伯
爵

と
の
交
流
も
興
味
深
い
。
茶
人
と
し
て
も
有
名
な
松
浦
は
大
正
二

年
（
一
九
一
三
）、
音
更
に
景
助
を
わ
ざ
わ
ざ
訪
ね
、
酒
を
酌
み

交
わ
し
た
。
こ
の
と
き
松
浦
が
詠
ん
だ
漢
詩
が
現
在
も
残
っ
て
い

る
が
、「
雄
大
な
自
然
を
背
景
に
豊
か
な
畑
が
開
け
る
当
時
の
農

場
を
悠
久
と
伝
（
（（
（
え
」
る
詩
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
順
調
な
日
々
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。

景
助
は
必
要
な
資
金
を
広
部
銀
行
と
い
う
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
て
い
た
が
、
天
候
に
出
来
ば
え
が
左
右
さ
れ
る
大
豆
は
収
穫
量

の
変
動
が
激
し
く
、
借
金
の
返
済
に
失
敗
。
農
場
は
銀
行
の
管
理

下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
（
（（
（
た
。
景
助
が
農
場
を
手
放
し
た
時
期

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
は
四
二
歳

の
若
さ
で
隠
居
の
手
続
き
を
取
っ
て
お
り
、
そ
の
少
し
前
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
（
（（
（
る
。

　

仁
禮
景
範
が
夢
見
た
農
場
経
営
は
、
こ
う
し
て
わ
ず
か
二
〇
年

で
幕
を
閉
じ
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、
地
元
で
「
仁
禮
農
場
」

と
よ
ば
れ
て
い
た
こ
の
土
地
は
娘
婿
の
斎
藤
實
が
大
正
七
年
に
購

入
し
、
一
族
の
手
に
残
る
こ
と
に
な
る
。
斎
藤
は
、
大
正
三
年
に

シ
ー
メ
ン
ス
事
件
の
責
任
を
と
っ
て
海
軍
大
臣
を
辞
任
し
、
予
備

役
に
編
入
さ
れ
た
が
、
当
時
、
ま
だ
五
〇
代
半
ば
で
あ
り
、
引
退

に
は
早
い
年
齢
で
あ
っ
た
。

　

斎
藤
は
仙
台
藩
の
分
家
、
水
沢
伊
達
領
の
出
身
で
あ
り
、
旧
藩

主
の
留
守
家
の
後
継
ぎ
、
邦
太
郎
を
自
宅
に
預
か
っ
て
い
た
。
こ

の
邦
太
郎
の
将
来
の
仕
事
と
し
て
考
え
た
の
が
、「
仁
禮
農
場
」

を
受
け
継
い
で
開
拓
を
さ
ら
に
進
め
る
と
い
う
プ
ラ
ン
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

購
入
に
あ
た
っ
て
形
式
的
に
は
「
東
北
拓
殖
合
資
会
社
」
と
い

う
会
社
が
設
立
さ
れ
、
代
表
に
は
朝
鮮
郵
船
の
千
葉
隆
氏
が
就
任

し
た
。
ま
た
、
出
資
者
と
し
て
留
守
邦
太
郎
、
武
田
秀
雄
海
軍
中

将
ら
が
名
を
連
ね
た
が
、
実
質
的
な
土
地
所
有
者
は
斎
藤
實
で
あ

っ
（
（（
（
た
。
農
場
を
手
に
入
れ
た
斎
藤
の
談
話
が
残
っ
て
い
る
。
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私
は
旧
留
守
家
の
息
子
（
邦
太
郎
氏
）
を
預
か
っ
て
居
っ
て
、

小
学
校
か
ら
ず
っ
と
私
の
子
供
と
一
緒
に
勉
強
さ
せ
て
い
た
。

そ
れ
が
漸
く
中
学
校
を
卒
業
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
上
級
の
学

校
へ
行
く
気
分
に
は
な
ら
な
い
ら
し
い
の
で
、
こ
れ
は
農
業
で

も
や
ら
せ
た
方
が
い
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
、
丁
度
私
も
暇
な

体
で
は
あ
る
し
、
北
海
道
に
で
も
行
っ
て
一
緒
に
畑
づ
く
り
で

も
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
。
そ
れ
で
北
海
道
の
十
勝
に
開
墾
地

の
払
下
げ
を
願
っ
て
色
々
準
備
も
整
え
、
そ
の
子
供
が
一
年
志

願
の
兵
役
を
済
し
て
帰
っ
た
の
を
待
ち
、
い
よ
い
よ
出
発
と
言

う
こ
と
に
な
っ
（
（（
（
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
北
海
道
移
住
計
画
は
直
前
で
中
止
と
な
っ
た
。

郷
土
岩
手
出
身
の
原
敬
首
相
か
ら
直
接
に
、
朝
鮮
総
督
へ
の
就
任

を
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
大
正
八
年
（
一
九
一

九
）
八
月
、
斎
藤
は
妻
春
子
と
邦
太
郎
を
伴
っ
て
、
朝
鮮
へ
と
出

発
し
た
。

　

斎
藤
は
元
海
軍
将
校
で
退
役
軍
人
の
茂
原
鋭
一
と
い
う
人
物
を

管
理
人
に
雇
い
、「
音
幌
農
場
」
と
改
名
し
た
農
場
の
経
営
を
す

べ
て
任
せ
て
い
（
（（
（
る
。
こ
の
こ
ろ
は
、
第
一
次
大
戦
末
期
で
あ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食
糧
不
足
を
背
景
に
豆
の
輸
出
ブ
ー
ム
が
お
こ
っ

て
い
た
。
と
く
に
菜
豆
（
イ
ン
ゲ
ン
マ
メ
）
の
需
要
が
高
ま
り
、

十
勝
地
方
で
は
大
豆
か
ら
の
転
換
が
急
速
に
進
む
。
こ
の
ブ
ー
ム

は
大
戦
後
も
し
ば
ら
く
続
い
た
よ
う
で
あ
り
、
帯
広
に
は
豆
問
屋

が
立
ち
並
び
、「
豆
成
金
」
と
い
う
言
葉
ま
で
生
ま
れ
（
（（
（
た
。
斎
藤

の
農
場
も
こ
の
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
、
し
ば
ら
く
の
間
は
順
調
な
経

営
を
続
け
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
大
戦
ブ
ー
ム
が
終
わ
り
農
産
物
価
格
が
下
が
る
と
、

一
転
し
て
農
場
経
営
は
苦
し
く
な
っ
た
。
昭
和
四
年
（
一
九
二

九
）、
管
理
人
の
茂
原
は
銀
行
か
ら
借
り
た
負
債
の
返
済
期
限
が

迫
り
、
小
作
地
四
七
〇
町
歩
を
一
六
万
円
で
土
地
ブ
ロ
ー
カ
ー
に

売
却
し
た
の
で
、
小
作
人
た
ち
は
、
耕
作
権
の
維
持
を
主
張
し
て

反
発
。
同
年
九
月
、「
音
幌
農
場
小
作
争
議
」
と
よ
ば
れ
る
事
件

に
発
展
し
（
（（
（
た
。

　

小
作
人
側
は
農
民
大
会
、
演
説
会
を
開
く
と
と
も
に
東
京
と
朝

鮮
に
代
表
団
を
派
遣
し
、
世
論
に
窮
状
を
訴
え
る
行
動
に
出
る
。

さ
ら
に
先
鋭
化
し
た
争
議
団
の
一
部
は
「
全
国
農
民
組
合
北
海
道

連
合
会
」
に
応
援
を
要
請
す
る
に
い
た
っ
て
、
事
態
は
急
速
に
進

展
し
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
二
月
、
新
旧
地
主

が
そ
れ
ぞ
れ
一
万
五
千
円
ず
つ
、
合
計
三
万
円
を
争
議
団
へ
補
償

金
と
し
て
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
妥
結
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
作
人
を
巻
き
込
ん
だ
こ
う
し
た
騒
動
は
斎
藤
に
と
っ
て
決
し

て
本
意
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
同
じ
年
、
彼
は
農
場
の
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一
部
、
二
町
七
反
歩
と
二
千
円
を
寄
付
し
、
観
音
寺
と
い
う
寺
の

建
立
を
援
助
し
た
。
小
作
争
議
に
よ
っ
て
混
乱
さ
せ
た
地
元
農
民

と
の
融
和
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

　

斎
藤
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
総
理
大
臣
兼
外
務
大
臣
に

就
任
。
そ
の
後
も
内
大
臣
と
い
う
重
職
を
歴
任
す
る
が
、
昭
和
一

一
年
、
二
・
二
六
事
件
で
凶
弾
に
倒
れ
、
悲
劇
の
最
後
を
迎
え
た
。

一
方
、
音
幌
農
場
は
新
た
な
地
主
の
元
で
戦
後
の
農
地
改
革
ま
で

存
続
し
た
の
で
あ
る
。

五　

ま
と
め

　

現
役
の
海
軍
中
将
が
塩
田
を
経
営
し
た
り
、
退
役
後
、
北
海
道

で
農
場
を
経
営
し
た
り
す
る
の
は
、
戦
前
の
軍
人
に
対
す
る
一
般

的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
す
る
と
、
多
少
、
違
和
感
を
覚
え
る
話
で
あ

る
。
し
か
し
、
勲
功
に
よ
っ
て
華
族
に
列
せ
ら
れ
た
軍
人
た
ち
は
、

莫
大
な
資
産
を
持
つ
大
名
華
族
と
生
活
面
で
も
対
等
に
ふ
る
ま
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
華
族
と
し
て
の
体
面
を
保
て
な
い
者

は
爵
位
を
返
上
す
る
べ
き
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
下
に
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
け
っ
し
て
不
思
議
な
話
と
は
い
え
な
い
。

　

仁
禮
景
範
に
は
三
人
の
男
子
と
一
人
の
女
子
が
育
っ
た
が
、
う

ち
、
二
人
の
男
子
に
は
海
軍
将
校
へ
の
道
を
歩
ま
せ
、
女
子
は
海

軍
将
校
へ
と
嫁
い
だ
。
浅
見
雅
男
は
華
族
の
名
簿
を
丹
念
に
分
析

し
、
軍
功
華
族
の
場
合
、
約
一
八
〇
人
中
、
六
八
人
の
軍
功
華
族

の
子
供
八
四
人
が
軍
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
最
低
限
一
人
の
子
供
が
軍
人
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
四
割
弱
と

い
う
計
算
だ
が
、
男
子
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
者
も
い
た
だ
ろ
う
し
、

ま
た
士
官
学
校
、
兵
学
校
の
受
験
は
か
な
り
難
関
で
あ
っ
た
こ
と

を
考
慮
す
る
と
、「
軍
功
華
族
づ
く
り
の
ね
ら
い
が
、
そ
れ
な
り

に
当
た
っ
た
こ
と
の
証
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
浅
見
は
評

価
す
（
（（
（
る
。

　

で
は
、
子
供
が
軍
人
に
な
ら
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
な
れ
な
か

っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
な
道
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
期
に
、

関
東
や
北
海
道
の
開
拓
地
で
農
場
経
営
を
行
っ
た
事
例
が
多
か
っ

た
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
が
、
実
際
に
は
失
敗
例
も
多
か
っ
た
。

　

仁
禮
景
範
の
場
合
は
、
軍
人
の
道
を
歩
ま
な
か
っ
た
次
男
景
助

の
将
来
の
生
計
確
保
と
い
う
目
的
か
ら
、
六
〇
代
と
い
う
年
齢
で

北
海
道
の
開
拓
に
乗
り
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
の
農
場

経
営
の
事
例
が
他
の
華
族
や
財
閥
の
場
合
と
比
べ
て
特
異
な
の
は
、

景
助
を
農
学
校
に
送
り
、
農
業
技
術
を
基
礎
か
ら
学
ば
せ
る
と
い

う
積
極
性
だ
ろ
う
。
こ
の
背
景
に
は
、
か
つ
て
景
範
が
米
国
留
学

中
、
宗
教
家
ト
マ
ス
・
レ
イ
ク
・
ハ
リ
ス
が
設
立
し
た
「
新
生

社
」
の
コ
ロ
ニ
ー
に
滞
在
し
、
半
年
間
、
農
耕
や
牧
畜
に
従
事
し

た
経
験
が
影
響
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
長
男
景
一
を
米
国
海



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

三
二
八　
（
三
二
八
）

軍
兵
学
校
に
留
学
さ
せ
た
の
と
同
様
の
教
育
的
情
熱
を
次
男
に
対

し
て
も
注
い
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

景
助
の
農
業
経
営
は
一
時
期
、
大
豆
の
増
産
で
大
き
な
成
功
を

お
さ
め
た
が
、
単
一
作
物
に
依
存
す
る
農
業
経
営
は
、
ど
う
し
て

も
不
安
定
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
景
範
の
描
く
目

論
見
は
、
農
場
開
始
か
ら
わ
ず
か
二
〇
年
で
失
敗
し
て
し
ま
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
意
志
は
娘
婿
の
斎
藤
實
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ

た
。
斎
藤
も
ま
た
、
息
子
同
然
に
育
て
て
い
た
旧
藩
主
の
跡
取
り
、

留
守
邦
太
郎
を
農
場
主
と
し
て
育
て
た
い
と
い
う
、
景
範
と
同
様

の
目
的
を
思
い
描
い
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。「
仁
禮
農
場

（
音
幌
農
場
）」
の
開
拓
事
業
は
、
こ
の
よ
う
に
子
弟
へ
の
事
業
継

承
と
い
う
こ
と
が
強
く
意
識
さ
れ
た
華
族
資
産
運
用
の
事
例
と
し

て
、
評
価
で
き
る
の
で
あ
る
。

註（1
）　

仁
禮
景
範
は
、
留
学
時
代
に
克
明
な
日
記
を
つ
け
て
お
り
、
幕

末
留
学
生
に
関
す
る
貴
重
な
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
犬
塚
孝
明

「
第
二
次
薩
摩
藩
米
国
留
学
生
覚
え
書
─
日
米
文
化
交
流
史
の
一

齣
」『
日
本
歴
史
』
四
五
三
号
、
一
九
八
六
年
。
な
お
、
日
記
の
翻

刻
お
よ
び
幕
末
維
新
期
の
景
範
の
履
歴
に
関
す
る
詳
細
は
、
犬
塚

孝
明
「
仁
礼
景
範
航
米
日
記
」、「
同
（
そ
の
二
）」『
研
究
年
報
』

一
三
号
〜
一
四
号
、
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
、
一
九
八
五
年
〜
八

六
年
を
参
照
。

（
2
）　

明
治
三
八
年
、
東
郷
平
八
郎
、
井
上
良
馨
、
山
本
権
兵
衛
ら
に

よ
っ
て
三
海
将
銅
像
建
設
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
図
案
募
集
を
経
て
、

四
〇
年
に
完
成
し
た
（
国
立
国
会
図
書
館
・
斎
藤
実
関
係
文
書
）。

な
お
、
こ
れ
ら
の
銅
像
は
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
一
九
年
、
金
属

供
出
の
た
め
撤
去
さ
れ　

現
存
し
な
い
。

（
3
）　

家
柄
以
外
の
理
由
で
華
族
に
な
っ
た
者
は
、
華
族
令
公
布
以
前

に
は
大
久
保
利
通
、
木
戸
孝
允
、
広
沢
真
臣
の
そ
れ
ぞ
れ
遺
族
の

三
家
の
み
で
あ
っ
た
が
、
華
族
令
公
布
後
に
一
挙
に
二
七
名
が
爵

位
を
受
け
、
三
二
家
に
な
っ
た
。

（
4
）　

旗
手
勲
『
日
本
に
お
け
る
大
農
場
の
生
成
と
展
開
』
一
九
六
三

年
、
御
茶
の
水
書
房
、
三
二
〜
三
四
頁
。

（
5
）　

華
族
に
つ
い
て
は
近
年
刊
行
さ
れ
た
、
浅
見
雅
男
『
華
族
誕
生

─
名
誉
と
体
面
の
明
治
』
一
九
九
九
年
、
中
公
文
庫
、
同
『
華
族

た
ち
の
近
代
』
二
〇
〇
七
年
、
中
公
文
庫
、
小
田
部
雄
次
『
華
族

─
近
代
日
本
貴
族
の
虚
像
と
実
像
』
二
〇
〇
六
年
、
中
公
新
書
、

の
三
冊
が
き
わ
め
て
有
用
で
あ
り
、
本
稿
も
華
族
に
関
す
る
基
礎

知
識
の
多
く
を
こ
れ
ら
の
本
に
負
っ
て
い
る
。

（
6
）　

華
族
の
資
産
お
よ
び
資
産
運
用
に
関
す
る
す
ぐ
れ
た
研
究
と
し

て
、
旧
土
浦
藩
主
子
爵
土
屋
家
の
史
料
を
分
析
し
た
、
千
田
稔

「
華
族
資
本
の
成
立
・
展
開
─
一
般
的
考
察
─
」『
社
会
経
済
史

学
』
五
二
巻
一
号
、
一
〜
三
七
頁
、
一
九
八
六
年
、
が
あ
る
。

（
7
）　

こ
れ
以
外
に
薩
摩
藩
士
が
共
同
し
て
明
治
一
二
年
に
開
墾
し
た

肇
耕
社
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。『
日
本
に
お
け
る
大
農
場
の
生
成
と

展
開
』
一
九
頁
。
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（
8
）　

栃
木
県
那
須
地
方
の
開
拓
に
つ
い
て
は
、『
日
本
に
お
け
る
大

農
場
の
生
成
と
展
開
』
一
九
〜
二
〇
頁
。

（
9
）　

た
だ
し
例
外
は
、
明
治
二
二
年
、
三
条
実
美
、
蜂
須
賀
茂
韶
、

菊
亭
修
季
ら
が
北
海
道
に
作
っ
た
華
族
組
合
農
場
（
五
万
町
）
で

あ
り
、
旧
華
族
を
中
心
に
出
資
者
を
募
り
、
五
万
町
に
も
お
よ
ぶ

土
地
を
開
墾
し
た
。『
日
本
に
お
け
る
大
農
場
の
生
成
と
展
開
』
七

五
〜
一
二
七
頁
。

（
10
）　

戦
時
に
お
い
て
も
参
謀
本
部
と
海
軍
軍
令
部
が
対
等
と
な
る
の

は
、
日
露
戦
争
直
前
の
明
治
三
六
年
、「
戦
時
大
本
営
条
例
」
の
改

定
後
で
あ
る
。

（
11
）　
「
仁
礼
家
家
系
図
」（
水
沢
市
・
斎
藤
實
記
念
館
）

（
12
）　

古
林
亀
治
郎
編
『
現
代
人
名
辞
典
』
一
九
一
二
年
、
中
央
通
信

社
（
復
刻
版
『
明
治
人
名
辞
典
』
一
九
八
七
年
、
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
）、
二
三
頁
。

（
13
）　

途
中
で
、
こ
の
留
学
は
公
費
留
学
の
扱
い
に
変
わ
っ
た
（
手
塚

晃
編
『
幕
末
明
治
海
外
渡
航
者
総
覧
』
第
二
巻
、
一
九
九
二
年
、

柏
書
房
、
一
八
一
〜
一
八
二
頁
）。

（
14
）　

仁
禮
景
雄
の
昆
虫
研
究
に
つ
い
て
は
、
猪
又
敏
男
「
昆
虫
探
検

の
歴
史
を
探
る
（
五
）
仁
礼
景
雄
と
鹿
野
忠
雄
」『
月
刊
む
し
』
三

四
四
号
、
二
八
〜
三
一
頁
、
一
九
九
九
年
、
を
参
照
。

（
15
）　
「
第
二
次
薩
摩
藩
米
国
留
学
生
覚
え
書
─
日
米
文
化
交
流
史
の

一
齣
」
四
七
頁
。

（
16
）　
『
日
本
に
お
け
る
大
農
場
の
生
成
と
展
開
』
一
六
一
〜
一
六
三

頁
。

（
17
）　

伊
藤
稔
明
「
農
学
校
通
則
に
基
づ
く
公
立
農
学
校
の
種
別
に
関

す
る
一
考
察
」『
人
間
発
達
学
研
究
』
第
一
号
、
一
〜
一
二
頁
、
二

〇
一
〇
年
。

（
18
）　
『
音
更
百
年
史
』
四
三
頁
、
二
〇
〇
二
年
。「
音
幌
農
場
（
音
更

町
）
上
」『
十
勝
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
〇
年
九
月
二
二
日
。

（
19
）　
『
余
市
農
業
発
達
史
』
一
一
四
〜
一
一
五
頁
。

（
20
）　
『
現
代
人
名
辞
典
』
二
三
頁
。

（
21
）　

音
更
小
学
校
沿
革http://w

w
w

.edu.tow
n.otofuke.hokkai-

do.jp/~otofuke/enkaku.htm
l

（
二
〇
一
一
年
九
月
一
二
日
）。

（
22
）　
「
仁
礼
家
家
系
図
」（
水
沢
市
・
斎
藤
實
記
念
館
）
に
は
、
景
一

の
子
供
と
し
て
、「
常
雄
（
三
浦
常
吉
六
男
と
し
て
届
出
）
と
い
う

記
載
が
あ
る
。

（
23
）　
『
現
代
人
名
辞
典
』
二
三
頁
。

（
24
）　
「
も
っ
と
知
り
た
い　

十
勝
の
農
業
」『
十
勝
毎
日
新
聞
』
二
〇

〇
九
年
一
〇
月
一
七
日
。

（
25
）　

国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（http://porta.ndl.

go.jp/

）
で
全
文
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）　

半
澤
敏
郎
「
伝
承
の
な
か
の
童
遊
び
」『
早
稲
田
学
報
』
一
一

八
九
号
、
一
四
頁
、
二
〇
一
一
年
。
黒
岩
比
佐
子
氏
の
ブ
ロ
グ

「
古
書
の
森
日
記
」。（http://blog.livedoor.jp/hisako9618/

）

二
〇
〇
五
年
一
二
月
一
九
日
）。
な
お
、
序
文
を
依
頼
し
た
と
考
え

ら
れ
る
出
版
元
晴
光
館
の
館
主
は
福
田
滋
次
郎
と
い
う
人
物
で
あ

り
、
わ
が
国
最
初
の
類
語
辞
典
『
日
本
類
語
大
辞
典
』
の
出
版
等

で
知
ら
れ
る
が
、
景
助
と
の
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

（
27
）　
「
音
幌
農
場
（
音
更
町
）
中
」『
十
勝
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
〇
年

九
月
二
三
日
。

（
28
）　
『
音
更
百
年
史
』
七
七
六
頁
。

（
29
）　

大
正
五
年
一
月
一
一
日
付
『
北
海
タ
イ
ム
ズ
』
に
は
、「
大
正



史　
　
　

学　

第
八
一
巻　

第
一
・
二
号

三
三
〇　
（
三
三
〇
）

二
年
に
於
て
十
勝
主
要
物
産
た
る
雑
穀
価
格
暴
落
せ
る
為
め
其
総

額
を
減
殺
せ
る
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
あ
る
い
は
こ
の
暴
落
が

経
営
悪
化
の
引
金
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
30
）　
『
音
更
百
年
史
』
七
七
六
頁
。

（
31
）　
『
斎
藤
實
追
想
録
』
一
六
七
〜
一
六
八
頁
。

（
32
）　
『
音
更
百
年
史
』
七
七
六
頁
。

（
33
）　
「
も
っ
と
知
り
た
い　

十
勝
の
農
業
」

（
34
）　

坂
下
明
彦
「
北
海
道
に
お
け
る
自
作
農
創
設
政
策
の
展
開
と
特

質
」『
北
海
道
大
学
農
經
論
叢
』
四
一
号
、
二
三
〜
四
九
頁
、
一
九

八
五
年
。「
音
幌
農
場
（
音
更
町
）
下
」『
十
勝
毎
日
新
聞
』
二
〇

一
〇
年
九
月
二
四
日
。

（
35
）　
『
華
族
た
ち
の
近
代
』
一
九
二
頁
。

［
付
記
］
本
研
究
の
一
部
は
、
平
成
二
三
年
度
関
西
大
学
研
修
員
研
修

費
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
ま
た
、
資
料
収
集
に
あ
た
っ
て
は
、
斎
藤

實
記
念
館
、
関
西
大
学
図
書
館
、
近
畿
大
学
図
書
館
の
ご
支
援
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
付
記
し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。


